
閣 議 及 び 閣 僚 懇 談 会 議 事 録 

開催日時：令和６年１１月８日（金）    １０：０１～１０：０９ 

開催場所：総理大臣官邸閣議室 

出 席 者：石 破 茂 内閣総理大臣 

村 上 誠一郎 国務大臣（総務大臣） 

牧 原 秀 樹 国務大臣（法務大臣） 

岩 屋 毅 国務大臣（外務大臣） 

加 藤 勝 信 国務大臣（財務大臣、内閣府特命担当大臣） 

あ べ 俊 子 国務大臣（文部科学大臣） 

福 岡 資 麿 国務大臣（厚生労働大臣） 

小 里 泰 弘 国務大臣（農林水産大臣） 

武 藤 容 治 国務大臣（経済産業大臣、内閣府特命担当大臣） 

斉 藤 鉄 夫 国務大臣（国土交通大臣） 

浅 尾 慶一郎 国務大臣（環境大臣、内閣府特命担当大臣） 

中 谷 元 国務大臣（防衛大臣） 

林 芳 正 国務大臣（内閣官房長官） 

平 将 明 国務大臣（デジタル大臣、内閣府特命担当大臣） 

伊 藤 忠 彦 国務大臣（復興大臣） 

坂 井 学 国務大臣（国家公安委員会委員長、内閣府特命担当大臣） 

三 原じゅん子 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

赤 澤 亮 正 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

城 内 実 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

伊 東 良 孝 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

陪 席 者：橘 慶一郎 内閣官房副長官 

青 木 一 彦 内閣官房副長官 

佐 藤 文 俊 内閣官房副長官 

岩 尾 信 行 内閣法制局長官 

閣議案件：別添案件表のとおり。 

○一般案件       ３件 

○人事         ２件 

○報告         １件 

○配布         １件 

いずれも、案件表のとおり、決定等となった。 
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議事内容： 

○林国務大臣：ただ今から、閣議を開催いたします。 

まず、閣議案件について、青木副長官から御説明申し上げます。 

○青木内閣官房副長官：一般案件について、申し上げます。まず、「スウェーデン国」

及び「ルーマニア国」駐日特命全権大使の接受について、御決定をお願いいたしま

す。本件は、１３日、信任状捧呈の予定であります。 
  次に、信・解任状に認証を仰ぐことについて、御決定をお願いいたします。本件

は、「イラク国」、「パキスタン国」及び「メキシコ国」駐箚特命全権大使の異動に伴

い、交付すべき信任状及び解任状であります。 
  次に、人事案件について、申し上げます。まず、外務省人事といたしまして、ネ

パール国駐箚大使菊田豊にブルネイ国駐箚を命ずること等を承認することについ

て、御決定をお願いいたします。 
  次に、石松隆和外１７２名の叙位又は叙勲について、御決定をお願いいたします。 
  次に、「令和６年度第２・四半期に締結された無償資金協力に係る取極」につい

て、御報告があります。本件は、本年７月から９月までの３か月間に締結された、

３２か国、５機関の計６１件、総額約４５６億円の取極について、取りまとめたも

のであります。 
  次に、配布資料といたしまして、「家計調査報告」があります。本件につきまして

は、後程、総務大臣から御発言があります。 
  次に、件名外案件について、申し上げます。「無償資金協力に係る取極の締結」に

ついて、御決定をお願いいたします。本件は、我が国と相手国政府等との間で実質

的な合意をみた無償資金協力を取りまとめたもので、２２か国、６機関に対する計

３３件、総額約２７４億円の贈与を行うものであります。個々の案件につきまして

は、先方との書簡交換までそれぞれ不公表といたしたいので、御了承をお願いいた

します。なお、締結状況は適宜取りまとめ、別途、閣議に御報告することといたし

ます。 
○林国務大臣：次に、総務大臣から御発言がございます。 
○村上国務大臣：本日、家計調査結果を公表いたしました。２人以上の世帯の９月の

消費支出は、１年前に比べ実質１．１パーセントの減少となりました。自動車等関

係費などの「交通・通信」などが減少となった一方、電気代などの「光熱・水道」

などは、増加となっております。引き続き今後の消費支出の動向を注視してまいり

ます。 
○林国務大臣：これをもちまして、閣議を終了いたします。 

引き続き、閣僚懇談会を開催いたします。まず、内閣総理大臣から御発言がござ

います。 
○石破内閣総理大臣：去る６日、会計検査院長から、令和５年度決算検査報告を受け

取りました。この検査報告における件数は３４５件、指摘金額は総額６４８億円と

なっています。政府としては、この検査報告を厳粛かつ真摯に受け止め、行政に対

する国民の信頼を取り戻すための取組を進める必要があります。閣僚各位におかれ
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ては、自ら率先し、事務事業の在り方を見直し、また、適正な会計処理を徹底する

など、検査報告事項の確実な改善に努めていただくようお願いいたします。また、

予算の効率的かつ適切な執行を行うことが重要であることから、検査報告事項や国

会での審議内容を令和７年度予算等に的確に反映していただくようお願いいたし

ます。 
○林国務大臣：次に、財務大臣。 
○加藤国務大臣：総理からの御発言を踏まえ、閣僚各位におかれましては、改めて、

予算の厳正かつ効率的な執行等に努めていただきたいと存じます。財政当局として

は、今回の決算検査報告などを、令和７年度予算編成等に的確に反映する必要があ

ると考えております。閣僚各位の御協力をお願いいたします。 
○林国務大臣：次に、三原大臣。 
○三原国務大臣：１１月１２日から２５日までの２週間、「女性に対する暴力をなく

す運動」を実施します。配偶者等への暴力、性犯罪・性暴力等の暴力は、重大な人

権侵害であり、決して許されません。暴力を断じて許さないという社会規範を醸成

していくことが重要です。本年の運動では、配偶者等への暴力、性犯罪・性暴力等

の暴力の根絶のため、地方公共団体や関係機関との連携の下、意識啓発等の取組を

一層強化するとともに、被害を受けた方が相談につながることができるよう、広報

などを集中的に行います。また、女性に対する暴力の根絶のシンボルである「パー

プルリボン」の着用の呼び掛けや、全国のランドマークをシンボルカラーの紫色に

点灯する「パープル・ライトアップ」など、各地で様々な取組が行われます。閣僚

各位におかれましては、本運動の実施に当たって、広報啓発等の取組に一層の御協

力をお願いいたします。 
○林国務大臣：ほかに御発言はございますか。 

無いようですので、以上をもちまして、閣僚懇談会を終了いたします。 
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令和６年 

11月８日 

◎ 一 般案 件

 ☆ スウ ェ ーデ ン 国特 命 全権 大 使ヴ ィ クト リ ア・ リ ー

外 １ 名 の接 受に つ いて （ 決定 ）    （外 務 省）

〃 ☆ イ ラク国 駐 箚特 命 全権 大 使遠 藤 彰 外 ２名 に 交付 

す べ き 信任 状及 び 前任 特 命全 権 大使 松 本 太 外２ 

名 の 解 任状 につ き 認証 を 仰ぐ こ とに つ いて 

（ 決 定 ）   （ 同 上） 

◎ 人 事 

 ○ 各府 省 幹部 職 員の 任 免に つ き、 内 閣の 承 認を 得 る

こ と に つい て（ 決 定）

〃 ☆ 長 崎大学 名 誉教 授 石松 隆 和外 １ ７２ 名 の叙 位 又は

叙 勲 に つい て（ 決 定）

◎ 報 告 

 ☆ 令和 ６ 年度 第 ２・ 四 半期 に 締結 さ れた 無 償資 金 協

力 に 係 る取 極に つ いて        （外 務 省）

◎ 配 布 

☆ 家計 調 査報 告  （ 総務 省 ）

〔 ○ 署名 あ り ☆ 署名 な し〕

（ 金 ）閣 議 案 件

資 料
な し

資 料
あ り

資 料
あ り
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令和６年 

11月８日 

◎ 一 般案 件

   ○無償資金協力に係る取極の締結（令和６年度第５

次取りまとめ分）について（決定）  （外務省）

〔 ○ 署名 あ り ☆ 署名 な し〕

（ 金 ）件 名 外 案 件

資 料
な し
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